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ゲーテ色彩論・形態学と相似象の科学 
 
近代文明を構築し享受している私達の日常の歯車が軋み始めたときに、「近代以前の視点か

ら近代文明を使っていく」必要性が今日ほど必要になる時代はありません。近代と前近代の

認識が交差する時代に生きたゲーテが教えてくれるものを介して、「等身大の科学」に辿り

着くための認識を得るヒントともなりうる、湯川秀樹や朝永振一郎を輩出した我が国で唯一

の自然科学の総合研究所である理化学研究所の物理学者：寺田寅彦の研究手法の一端を紹介

しながら、ゲーテとも共通する「相似象の科学」の一端、そして「忘れられた科学精神」と

しての、”認識のツール”を語ります。 
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ゲーテの色彩論 

 
昨年お話ししたゲーテの形態学について、おさらいをしてから、今回のお話をしていきます。 
 
まず、有名な文豪、ゲーテについてです。近代文明以降、アートの世界でも常にモダニズム

と言われる分野があります。イサム・ノグチなどを境にしてファインアートにおけるモダニ

ズムの問題は常に問われてきました。3.11 の原発事故は、モダニズム、つまり近代がもた
らした悲劇です。このような近代を作り上げていった我々の原点にある、「認識の方法」が

中世の世界認識と大きく変わりました。近代と前近代の狭間に生きたのがゲーテです。彼の

中には前近代と近代の葛藤があり、それを読んでいくことがとても重要だと思っています。 
 
2011年 12月に川崎にある岡本太郎美術館の岡本太郎生誕 100周年記念で、「虚舟（うつろ
ぶね）」という展覧会が開かれました。その時にゲーテ色彩論のワークショップを開催し、

ティンクトゥーラの解説をしました。ティンクトゥーラというのは手にとることのできない

色です。例えば空の青色は手にとることができませんが、人間は青色を感じます。海の色も

同じです。手ですくい上げると透明になります。つまり、実は色彩には二種類あって、ピグ

メントと言われる、現実界の削り取れる色と、人間が内面で感じているティンクトゥーラと

いう色彩です。このワークショップでは人間が感じている内面の色を紙の上に描きだしても

らいました。 
 
ワークショップでは最初にプリズムの体験から入っていただきました。プリズムで見えてい

る境界色も取り出すことはできない、ティンクトゥーラです。例えば、赤い境界色がプリズ

ムを通して見えたとき、これをいくら手ですくっても、手元には残りません。このような解

説をしてから、私が制作したモーゼス・ハリスの色相環を元にしたゲーテのティンクトゥー

ラの色彩対応図をカラー・ピッカーとして、岡本太郎の『傷ましき腕』という有名な作品を

人間が感じている内面の色で紙の上に定着させるというワークショップです。 
 
皆さんに絵筆を持ってカラー・ピッカーを使いながら岡本太郎の『傷ましき腕』を描いてい

ただき、最後に、スポットライトの下で見つめていただき、その絵をさっと取り除くと、そ

こに『傷ましき腕』が色彩を伴って浮かび上がってくる体験をしていただきました。内面で

感じる色には、若干の個人差がありますが、あらゆる絵画鑑賞の感動体験は、このような内

面の色をたどって、絵画を観ているのです。これがゲーテのいう、「人間は 6つの色を持っ
ている」ということです。6つとは、外の世界の 3色と内面で体験する３色のことです。 
 
日本のインターメディアのフロンティアに、坂根厳夫先生がおられます。IAMASを立ちあ



げられて学長になられ、昨年の「山のシューレ」にもお越しいただきました。その坂根先生

が開催した 1989年の『エクスプロラトリアム展』という展覧会があります。 
 
原爆の生みの親であるロバート・オッペンハイマーは、アメリカ軍が原爆投下後の戦果報告

を撮影した写真で広島や長崎の惨状を知り、そのせいで鬱病になってしまいました。その鬱

病になった兄の姿を見た弟は、科学技術を含め、「近代」をそういった方向に展開すること

は誤りだとして、サンフランシスコにエクスプロラトリアムという体験学習型の科学美術館

を造りました。この『エクスプロラトリアム展』は、それを我国に最初に紹介した展覧会で

した。 
 
『エクスプロラトリアム展』では白黒スライドからフルカラーを再現させた画像が展示され

ていました。ゲーテの考え方を延長させていくと、「色彩が産まれ出ようとする灰色」に到

達します。モノクロの二枚のネガを重ねあわせるとフルカラーが出現する。そういうものが

実際に『エクスプロラトリアム展』で展示されていました。ゲーテ色彩論というのは、現代

われわれが習って来た色彩論とは別の流れにある色彩の考え方だということです。 
 
ゲーテのなかで一番習わなければならないものは、エクスプロラトリアムでも展開していっ

た「等身大の科学」です。原発の土台は、実際に人間が見て感じられる世界のものではあり

ません。でもエクスプロラトリアムにあるゲーテ的なものは、素の人間が率直にストレート

に感じられる、「身の丈の科学」です。ゲーテの色彩論を簡単に言うと、ニュートンがプリ

ズムで分光した七色は本当か？と、確かめたい、というものです。そこで、光を実験室の暗

闇に閉じ込めて分析するのではなく、ゲーテは夜明け前の暗闇の中に身を置き、空の色を実

際に克明に記録していきます。自然界に色がどう現れてきて、再びどのように闇に消えてい

くのか、ということを、彼は自分の目で確かめていきます。そこから論理を組みたてた「身

の丈の科学」なのですね。これはだれにでも追体験できる科学です。このような意識が前近

代的な最後のものとしてゲーテの中に息付きながら、近代というニュートンの光学に対して

激しく挑戦していきます。つまり、前近代と近代の狭間を戦った人物がゲーテだったという

ことです。昨年は、現代物理学の数式による世界ではなくて、「身の丈の感覚に依拠しなが

ら深められていく世界認識」の形がどのように生まれてくるのか、ということで、ゲーテ形

態学について語らせていただきました。 
 
昨年、植物にみる葉身の変容というこのスライドを見ていただきましたが、植物はすべて葉

の変容体です。ガクの部分も一枚の葉が変化したものです。植物は、一つの葉が姿を変えな

がら、こうした「原型」という概念にたどり着きます。この植物の原型概念というのは、ゲ

ーテ以降に生まれてくるものです。ゲーテの書斎に飾られていたセイロンベンケイソウとい



う植物は、不定芽と呼ばれる、葉から植物の全体像がそのまま生まれてくる植物です。(セ
イロンベンケイソウのスライドを示して)細い糸のような根がついています。実は、ゲーテ
は友人であったシラーと往復書簡で論争します。リアリストであったゲーテにシラーは「原

型」などという“観念”を語っては駄目だと批判されます。ゲーテは自分の目で見て確認で

きるリアリズムで終始一貫していたのに、「原型」という概念を持ち込んだという批判でし

た。大親友に批判されて、ゲーテはセイロンベンケイソウに行き着きます。「ここに植物の

「原型」と読んだ実物(セイロンベンケイソウ)がある。植物は葉が変容したものだ。」とい
うことです。 
 
 

  



天体の力 

 
葉っぱ一枚の真ん中にマッチ箱を立てると、太陽光線が東から西に走ります。その時に影は

どのようにできるでしょうか。葉っぱをみていただくと左右が非対称です。そして、北向き

の葉と、南向きの葉があります。つまり、太陽の姿を葉っぱは写しとっているのです。植物

の葉、一枚一枚が非対称であって、これは北にあったのか南にあったか、葉をみるだけでわ

かります。実は植物は動けません。地に直立しているだけです。すると、我々が習った地動

説という考え方では解釈できないのですね。植物からすると、天が動いている、ということ

になります。 
 
野村仁さんの「正午のアナレンマ 90」という作品を見てみましょう。太陽に ND1000とい
うフィルターをかけて、定点撮影をします。そうすると、真ん中でクロスしているところが

春分、秋分点ですね。写真の上の端が夏至で、下の端が冬至です。このように太陽以外の惑

星も全部地上から見ると花びらを描くような動きをしています。（地球の自転と惑星の公転

周期のアニメーション画像を見せて）真ん中に丸く回っているのが地球、外の点が木星です。

中の地球は 1日で一回転します。木星は 198.9日で一回転します。こういう形でアニメーシ
ョンにすると大変わかりやすいのです。地球上の生物、特に植物は天体と深く関連していま

す。 
 
ミカエル・グレックラーの惑星図も見てみましょう。上の端から水星、金星、真ん中が火星

で、木星、土星です。土星が一番振動の多い惑星です。太陽系は土星の一番遠いところから

影響を受けています。土星が崩壊すると太陽系はぐちゃぐちゃになります。辺縁の土星、つ

まり一番外を守っているものです。これは家でもそうですが、家があって、庭があって、そ

の向こうには垣がありますが、垣がなくなると誰でも入ってこられてプライベートな空間が

守れません。その垣に相当するのが土星です。土星が一番、細かい微弱振動を投げかけてい

るのがこのグレックラーの惑星図から読み取れます。こういう天体からくる力を、植物は大

きく受けますし、地上のあらゆるものが天体の影響を受けています。ゲーテは、植物におい

てはそれが顕著に分かると言っています。だからヒマワリは、朝太陽の方を向き、日中は首

を向け変えて、太陽が西に行くときは西に首をふるわけですね。これを見ても、植物が他の

天体との関わりで動いているということが理解できると思います。植物は天体の力を感じ取

っています。中世までは人々の中にこのような認識があったにもかかわらず、近代以降にな

って失われました。顕著に現れないものはなかなか感じられなくなったのですね。 
 
（ローレンス・エドワーズの模式図を示して）これが宇宙からきているレムニスカート曲線

です。宇宙の向こうからこの（模式図中の）赤線の力が働きかけて、それが地上に到達する



ときにこのようにひねられるのです。このような考え方は「射影幾何」という、古代から考

えられてきた幾何学図です。レムニスカートとは無限大マークのようなねじれた円の状態で

す。つまりそのねじれが万物の形態を発生させていくわけです。そして、回転するものはじ

つはすべてレムニスカートを内包しています。ここで僕が（手に持った幾何学オブジェを）

回転させると、もうそこにレムニスカートが生じています。このように軌道上を回る天体の

力を中世までは「エーテル」と言い認識されていました。そのエーテルの力を受けて、植物

は花々を形成していったのです。 
 
これも前回のレクチャーで紹介しましたが、マルティーン・ギアラックの作品で、一つの聖

像のほとりを取り囲んでいるのは花々という星辰界です。ですから、花々が星々であること

がわかりますよね。彫刻された花々は、実は花ではない訳です。一つの聖像が星の世界に取

り囲まれてあるのです。ローレンス・エドワーズという人が書いた、『ザ・ボルテックス・

オブ・ライフ』（生命の渦）という有名な本がありますが、渦の根底にレムニスカートがあ

り、宇宙のエーテル空間からその影響力は降りてくる。さきほど見た赤い線のような、ひね

られたレムニスカート構造の力が万物に影響を与え、形態が成立していることが書かれてい

ます。地上の被造物は大なり小なりこの力と共に生成します。渦状のレムニスカート曲線を

描きながら、天体が地上に力を加えているときの形態なのです。（胎生学の写真を見せて）

受胎して脊髄が伸び始めて脳ができるまでに、ほ乳類は最大に湾曲します。巻き込みと呼ば

れる現象が生じます。そのときはエーテル空間からの力の通りに湾曲していく過程を私たち

は見ることができます。反対に、内臓が作られていくときの湾曲した形成力は遠近が逆転し

ています。つまり、我々はエーテルの力、宇宙からくる力を受けて受胎して、人間の体にな

る過程で、内蔵と脳や脊髄は、全く逆方向のねじれを伴ったエーテル力の影響を受ながら造

られます。このような力が、（地上に届くエーテルの姿の模式図を見せながら）エーテル力

＝星々の力が地球に届くときにどんどん緩やかにぼけながら働きかけてくる訳です。宇宙エ

ーテルを直に浴びると人間は死に溶けてしまいます。宇宙服を着ていても、地球環境の維持

ができていなかったら、人間はたちまち宇宙空間で解体されます。そういう宇宙エーテル力

が地上に届くときに、このように緩やかににじんできます。川に流れている水の渦も実は、

レムニスカートの力を受けている訳です。このような力がなかったら、渦の形態を生み出す

ことはありません。おそらく、宇宙空間からの力を完璧に遮断するシールド技術が発達した

ら、水の流れの中に発生する渦の形態もまた変わっていきます。ルーカス・クリニックとい

うドイツにある研究所では、やどりぎ、イスカドールという植物の樹液が、シャーレの上で、

月の満ち欠けと呼応して変化することについて、研究をしています。これは 1968年に朝日
新聞に記事が載ったのですが、その頃からエーテル力に興味を持ちました。 
 
スイスとドイツとの国境近くのドルナッハにある、ゲーテアヌムというルドルフ・シュタイ



ナーが作った建物では、上が天上界を表す部分、そして天井を受け止める礎石の部分、そこ

に天上界のエーテルがアンフォルメルな形で降りて来て、地上界の凝縮力と出会ったときに

は、（ゲーテアヌムの壁画スライドを見せながら）こういう形態を示すのだということを室

内に彫って表しています。いま見ていただいている写真は、ナチによって消失させられる前

の第一ゲーテアムヌの写真ですが、天界と地上界の織りなすエーテル力の姿をシュタイナー

が示しているのです。ゲーテアヌムの天井空間も、天界からくるエーテルの力、それが地上

界のエーテル力と呼応して、物の形を形成するのだ、というふうに考えて作られています。

植物の葉一枚が太陽光線の形を辿るのと同じように、他の天体からもそのような力が加わり

ながら、植物は形態形成をなすわけです。 
 
受胎の瞬間には、水のような、固い骨もない、そういう柔らかい段階で一番影響を受けるの

ですね。受胎した直後は、ほとんど静物の形はなく、一番柔らかいときです。そのときに、

エーテルの力を受けます。僕のように成人になってくると、なかなかそれは受けづらくなっ

てきて、そしてまた死ぬときに、もろにエーテル力を浴びながら、僕自身が解体していきま

す。これが、人間の誕生と死をエーテルから見たプロセスです。 
 
絵画を鑑賞する場合でも、注意していただきたいのは、ゲーテ色彩論が証した内面的な色彩

の旅の他に、形態は外側から形が生まれ出ているということです。輪郭線など、本当は一本

もないのです。実はこのバックグラウンド、背景から区分できるところを輪郭線のように人

間が感じているだけのことです。つまり、外の世界から形が浮き上がっているわけです。そ

ういう考え方に基づいて、ゲーテアヌムの天井画は描かれています。 
 
（ゲーテアヌムの壁画に描かれているスライドを見せて、）外からぐにゃぐにゃしながら地

上に届いているのはエーテルの作用で、それが人の顔を形づくるのだという、（手元に展示

していただいた新見作品を示して、）この新見藍さんの作品でも、我々は外側の世界からこ

の形を認知しているのですね。この作品を持って外に出て、例えば、草むらに置くと、この

作品から受けるイメージは変わっていきます。それは当然のことですよね。この新見藍さん

の作品は、その外部の空間から認知できているのです。ところが、近代科学はエーテルなど

を否定していますから、このような考え方をしません。ですから、これは、オブジェという

造形なのだと、作品の表面に注意が注がれます。その成果も素晴らしいものがあると思いま

すが、しかし、大事なことは、エーテル界の中の作品という２つの見方を持っていただきた

いということです。 
 
パウル・シャッツという幾何学者が、エーテル界という外部からの力を受け取る仕組みをイ

ンバージョンモデルによって説明しました。前回の形態学で、くるくる回転する六面体（サ



イコロ）が内部と外部を反転していく立方体モデルを持って来て、皆さんに触っていただき

ました。このシャッツの六面体は、非常にスムーズに内外反転を起こします。外部を理解し

ようと思ったら、外部を自分が取込む過程で一度、（自分の内側に入れるためには、）内と外

を一回ひっくり返してやらないと中に取り込めないわけです。これと同じことをモデルとし

て示したのがパウル・シャッツです。この反転していく過程で、（スライドを示しながら）

一度平行線になるのですね。交点を持ったところから、ひっくり返る直前に稜線が平行線に

なって、また交点を形成しながら内外をひっくり返すのです。このモデルでパウル・シャッ

ツが何を示したのかと言うと、内外反転する時に一度平行状態を経て、簡単に言えば、無限

遠点にまで開かれて外部を内部に抱き込むわけです。平行状態を果てしなく延長線としてを

伸ばしたら、木星を狙っているかもしれない。つまり、内外を反転時に星々の力を、受け取

っていくわけですね。そういうモデルとして、パウル・シャッツは見せたのです。 
 
また、レナトゥス・ツィッグラーという人も、プラトン立体の内外反転ということを大きな

問題にしており、こういう内外反転を考えていくために、無限遠点からくる、線を引いた模

式図を描きながら、エーテル力がこの地上にどのように現れているのかを図形で解説した本

を書いています。そして、プラトン立体をひっくり返すことに挑戦しています。この考え方

が、プロジェクション・ジオメトリー、射影幾何というものです。たとえば、三次元の立体

を懐中電灯で照らすと、照明の影が平面上にできますが、これは二次元平面に写し取られた

三次元立体です。つまり、射影することにより次元を落とすことができるのです。プラトン

は、宇宙は限られた立方体でしかできていない、と考えました。その立方体の拡大、縮小し、

複合したものが全てこの空間を形成しているのだ、というプラトニズムです。 
 
パウル・シャッツはサイコロのようなキューブをひっくり返しました。それ自体も大事件で

す。内外反転時に外部の世界を取り込みながらひっくり返るモデルを完成させましたが、ツ

ィッグラーは十二面体、つまり五角形が 12集まった球体を内外反転させました。五角形は、
基本的に構造が一番柔らかい幾何学図形なのです。人間に一番近い幾何学図形だと言っても

いいと思います。プラトンの時代から立方体には意味がありました。正四面体は火だと言わ

れており、十二面体は人体だと考えられています。変容しやすい五角形は押さえると変形し

ますが、反対に、正四面体は正三角形の構造体ですから、非常に強い構造を持っています。

十二面体＝生命体の内外反転モデルがツィッグラーによって示されたのは、歴史的な事件で

した。 
 
これまで話したように、レムニスカートは宇宙から到達する力です、8の字状にひねりなが
ら地上に形成力を与えていく。このひねりが加わることによって、立体構造が生まれてきま

す。三木成夫という日本の胎生学の学者が、この問題に取り組みました。まず受胎して脊髄



ができます。次に、頭蓋骨が脊椎を取り囲んでいきます。そのときに脊髄の変化は、極端に

曲がりながら、伸びていきます。脊髄の形成過程です。ご存知にように、脊髄の中には神経

が通っていますが、これは脳から来ていて、脊髄の下にいくほど、神経は枝分かれし、横に

出ていき、どんどん細くなっていくわけですね。感覚器官の大半は首から上に備わっていま

す。目、鼻、舌…など。このような、人間が外部を感じ取るエリアが、尾てい骨に近づくに

つれて次第に少なくなっていくわけです。そのかわり、人間の体重を支えるために、骨は神

経とは逆に大きくなります。人間の脊髄ひとつを見ても、（脊椎の模式図を見せて）このよ

うに天上界と地上界のどちらをも受けとめる形を持っています。 
 
2008 年に新見先生がキュレーションをされた『ルドルフ・シュタイナーと芸術』という展
覧会が開かれました。この展覧会に出品させていただいた私の作品を見ていただきます。地

上の生命体が外部のエーテル力を受けたとき、形がどのように変容するのかを『遊図』にし

た作品です。植物の種が芽を出して、どのように茎を形成して花をつけていくかというプロ

セスを表したものです。たとえばゲーテは、「植物は常に同一の器官にすぎない。つまり葉

の変容だ。茎においては軸様となって拡張し、実に多様な形態を取ったのと同じ器官が今度

はガクとなって収縮し、そして花弁となって再び拡張し、おしべ、めしべとなって収縮する。

そして最後には果実となって地上の色々な場所に種となって拡張していく」と言っています。

葉一枚が収縮と拡張、収縮と拡張を繰り返しながら植物が変容していく、と言うのです。こ

のあたりまでを、前回、主にお話させていただきました。そういうエーテルの基本力の中に、

収縮と拡張があるということですね。つまりレムニスカートの力は収縮と拡張のフオームで

あったわけです。このことを確認して、今日の本題に入ります。 
 

 
 



思考と感情と意志 
 
今日見ていただきたいのは、粘土造形のムービーです。約 5 倍から 8 倍速で上映させてい
ただきます。六面体、正方形の粘土を球体にしていく過程です。リアルタイムで見ると 30
分くらいありますから、非常に短くしています。手の動きなども早送りになっています。球

を作るのに、平面に粘土を置いてごろごろとすれば球ができるように思うかもしれませんが、

このようにして作った粘土は焼成の時点で割れてしまいます。実は球体を作るのは大変なの

です。（ムービーを見ながら）両手で作っていって、徐々に球体に近づいていくわけですが、

これをワークショップでたとえば6人で球を作るとします。各々6人に球を作っていただき、
最後に目を閉じて、サークルゲームのように左から右へと、制作した球体を次々手渡してい

くと、やがて自分の作った球が戻ってくるわけです。そうすると、自分が作った粘土の球体

がわかります。人間の手というのは、指先が思考＝考えです。そして、手の平が感情を作り

出します。手首が意志です。「思考と感情と意志」、この３つの組み合わせが人間が造形物を

作るときの基本になります。陶芸家にかぎらず、どの造形作家もそうですが、基本はまず陶

土という素材に意志を与えます。意志でもって、手首でもって、陶土を練っていきます。次

に、感情を与えるときは、手のひらでもってなでるように感情を与えていきます。最後に思

考でもって作品に意味を与えるために、指先を使います。 
 
これは子どもでも、コミュニケーションを取るときは同じです。親が最も強い意志を子ども

に伝えようとしたら、手首をつかんで「こっちへ来なさい!！」と引っ張ればいいんです。「か
わいいね。」というときは手のひらで頭をなでるのです。「これとこれ、どちらが美味しいか？」

と聞くときは、指を使います。このように見てくると、手の中の「思考・感情・意志」を私

たちは無意識的にも使っているわけです。これは永遠の真理です。 
 
（粘土の映像を見ながら）球を作るとき、最初は手首の力をぐっと与えながら角をつぶしま

す。それは意志でつぶしているのです。そして、球体を作っていくときに、感情でもって丸

く丸くしていきます。ディテールは指で修正しながら、再び感情に戻して丸くしていきます。

思考・感情・意志の繰り返しで球体というものはできます。これが、総ての造形の基本です。

そこから始まって、窪みを持った形態を作る。そのときは、ちぎった粘土を積み重ねていき

ます。その理由は、粘土の内部にある力とのやり取りになっていきますので、正六面体のサ

イコロのような中が詰まったものに直接力を与えることは難しいからです。そのため、まず

平面状の粘土を薄いレイヤーの層が何層も重ねた状態から、丸い球体に作っていきます。地

震でも地層が多くあると地震が起きやすいですよね。あれと同じ原理です。だから、注意し

てみてください。（映像を見ながら）今は感情を使っています。手首がちょっと触れたら、

これは意志が働いているということです。つまり、凹みをこの場所に作ろうという意志的な



行為です。 
 
窪みを作るとき、粘土の中から外部に向かう反発力があります。おさえると物は必ず反発し

ます。その圧力に対して、反発してくる力とのバランスを見ていかなければ、なだらかな凹

み面は生まれません。指先のところは、人間の思考が関与して形を整えます。（今回の映像

では）鋭角な粘土を作ろうとしているのではなくて、なだらかな窪みのある形態を作ろうと

していますので、粘土を押さえることによって、粘土の中からの力を感じることが大切です。

それを感じながら、おさえていきます。つまり粘土と会話をしているのですね。会話をしな

がら、その押さえられた圧力が、両側に逃げていくのが感じられます。つまり、一見、凹ま

せて作っているように見えるかもしれませんが、両端の粘土は、真ん中だけ凹ませると V
字型の突起を形成して行きます。なだらかに凹ませるということは、粘土の両端は内圧がそ

こに集まり、自ら突起のような形となって現れていきます。 
 
今度はさらに発展させて、非対称なもの、神社にある勾玉のようなものを作ります。三種の

神器の勾玉ですね。勾玉の先端ではなくて、丸いほうを、内にこもるように、こもるように、

（感情を使って）手のひらで力を加えていきます。内にこもったほうは、ぼんやりとしたイ

メージがつきまといます。ところが、内にこもる力を与えながら、粘土の内圧を利用して、

とがった角を発生させていきます。その形が悪かったら（思考を使って）指先で修正します。

つまり思考で形成し、意志でへこませ、感情でもって内にこもろうとする丸いほうを内側に

入れて（巻き込ませて）いく。そのことによって、勾玉のような非対称形の造形物ができあ

がっていきます。 
 
次に、粘土を用いて三方向への突起を作ります。スライドを見ながら、思考、感情、意志で、

何をしているのか読み取ってみましょう。この辺りでは手のひらが関与し始めていますね。

内圧に対して、これをならしています。ここから、三個の突起を作ろうとすると、その真ん

中を凹ませていかなくてはいけません。凹ますとき、実は一個の突起の両側に、凹むべき粘

土の面があります。内圧を感じながら、そこをなだらかに内圧と拮抗しながらおさめていく

わけです。そうすると、三方向に突起が生じます。実際にやってみるとわかりますが、指先

で粘土の一部分を持ち上げて、三つの突起、鬼の角みたいなものを作ったら、とても、その

球体の中から産み出したオブジェになりません。むしろ別の三角錐を作って貼った方が、そ

れらしいものになります。しかしこうして制作した粘土は焼成すると突起はひび割れ壊れて

しまいます。これは、粘土の中からその形態を呼び出していくという行為ではないからです。

粘土造形を通じて知っていただきたいのは、人間の思考・感情・意志のバランス、あるいは

使い方のプロセスなのです。 
 



粘土造形の最後の映像です。今度は四方向に突起を作ります。四方向に作るときもこれまで

と同じです。意志力で凹みを凹ませていくことによって、突起する方に内圧が移動して、そ

こから膨らみを作り始めるのを助長していくのです。それで三方向の突起を作り、そして最

後の四つ目の突起を産み出したときに、粘土の内圧とのバランスを取ってやることによって、

きれいに四方向に分かれた粘土の形態へと変化していきます。これは、外から突起を付けて

いるのではなく、粘土の中から形態を呼び出しているのです。凹んだ部分と外に飛び出てい

る部分は、非常にバランスが取れています。極端な言い方をすれば、凹んだ粘土の量と、外

に押し出された粘土の量が等しいくらいになると、大変美しいものになります。とがってい

るところと球体に見えているところの間に、実はもとの球があるわけです。これまでの造形

行為で粘土造形の基本は習得できます。作品制作は複合行為です。 
 

 
 
拡張と収縮 

 
以上が、粘土を使った造形行為の基本です。このときにも「拡張と収縮」という、ゲーテの

基本的な考え方で見るとはっきりします。人間の手を加えることによって、粘土のほうが拡

張と収縮をするのです。人間が形を作るのではなく、粘土の中にある力と対話をしながら、

形を産み出していくわけです。そのときに、収縮する部分があると必ず片方に拡張が発生し

ます。非対称の図形、勾玉のような片方がとがった突起にも、それから三方向、四方向に出

た突起にも、収縮と拡張が伴います。つまり、拡張しながら極点に達したら収縮の方向に向

かっています。それが突起の姿です。 



 
今日新見藍さんの作品を持って来て戴いたのですが、収縮と拡張という点、それから、どこ

が意志で作られていて、どこに感情部分が強く感じられて、どこに思考が入っているかとい

うものを、作品を見ながら分解していくことができます。分解するというのは、近代科学で

いう分解ではありません。作品を見ながら、作品の表面を辿りながら味わうことです。その

辿った道筋が、作品を鑑賞するという体験なのです。内部に凹みこんだところは収縮を一番

強く示している空間ですね。収縮したら必ず片方で拡張が始まります。そういう拡張が始ま

るそのぎりぎりの場所に作家の思考が伴ったりします。そういうものをこの作品から見てい

ただきたいのです。（作品に触れながら）意志が一番強く働いた箇所は、この部分から始ま

ります。だから、四角に意志的に作ろうとしますよね。そこが意志です。物（作品）の基盤

です。始まりです。そこから、粘土の中の内圧と対話をしながら、形を作っていくわけです。

そのように見ていったときに初めて、新見藍さんの作品を焼き物といっていいと思いますが、

作家の作品制作の内的体験が見えてくるわけです。 
 
これは今日お借りできた、「カルマ」という作品です。これが「I wish」ですね。それから
「伸びやかなる守護神」、「波の帰還」も彼女の作品なのですが、この山のシューレで、アー

ト・イン・レジデンツ（AIR）を体験されて、見違えるような作品になりましたね。先日、
ギャラリーTOMで初めてこの２作品に遭遇したのですが、本当に収縮と拡張を伴いながら、
思考というものがどのように作品に現れているか、というのが見てとれます。過去の藍さん

の作品から比べたら格段に良くなったという印象を受けています。 
 
「波の帰還」という作品からは、造形的な完成を見る前のエスキース（素描）的な感じを受

けているのですが、これは本当に粘土の中にある収縮と拡張がものの見事に読み取れます。

だから、いきなり「カルマ」を見るのではなく、こういう新見藍さんの作品から見ていただ

いて、ここは拡張しているな、ここは膨らんでいっているから何が起きているのかな??	
 と
いう感じで見ていってください。これも、実は先程話しましたレムニスカートが作り出して

いるのですね。宇宙エーテルの力を人間が感じながら、物質という一つのものを霊的に作り

替えていく作業なのです。造形とは、物質を霊化する作用なのだ、ということですね。 
 
バックミンスター・フラーは、正四面体、正六面体、十二面体、二十面体までを含めた物質

の基本構造を研究し、特に人体のモデルである十二面体を「フェノメナイゼーション」（物

質を非物質化するための過程）するわけです。十二面体をジターバグという、回転しながら

正四面体に折り畳めるモデルを作りました。これは自然界の中にはそのままには存在しませ

ん。人間の頭が作り上げた「フェノメナイゼーション」なのです。（前日の鼎談を参照）フ

ラーの直感から感覚が作りあげた世界です。それは、自然界の奥にある一つの法則を人間の



頭脳が作り上げ、見せたものです。言い換えれば、物質の根底をフェノメナイゼーション、

つまり「霊化」したわけです。霊的なものに変えて、フラーは目の前に見せてくれた。それ

がフラーの最大の功績だと思っています。そこで、「物質の霊化」というジターバグ・モデ

ルを実際に見ていただいたわけです。 
 
粘土造形での四方向の突起は、三つの突起を作って、次に１個の突起を作りましたね。この

四方向の造形物は、実は正四面体の別の姿なのですね。つまり、これはプラトン立体でいう

火というものに相当します。つまり温度です。非対称から始まり、四対称に向かうというこ

とは、人間が土（粘土）の中に自分の体温を移し込む行為なのです。このことは、プラトン

立体をモデルにして考えてみると、大変分かりやすいのです。（テトラポット状のモデルを

正四面体に変容させながら）四対称に向かう突起は、温度のことです。（粘土作品を見なが

ら）その温度を新見藍という作家は粘土に与えていっているのですね。 
 
初日のオープニングで港先生が洞窟壁画のお話しのなかで、馬という絵のモデル、つまりお

手本が無い時代に馬を描くときに、馬に見えるもの、馬と感じられるもの、というのが実は

馬の本体で、自然界の背後にあるもの、そのものが表に出て来た、それが洞窟絵画の素晴ら

しさではないか??	
 「自然の中にある秩序ではなく、自然を先生としながら自然には無い秩
序を描いた。」という話がありました。このことは、まさに僕が今日話しています「フェノ

メナイゼーション」とそのままリンクするお話でした。 
 
（四対称突起モデルから正四面体を作って）これが四対称突起モデルの内部にある形（正四

面体）ですね。このように見てくると造形作業は、粘土という物質を、霊的に変えていくこ

となのです。そうだとすると、作家が一番素晴らしい体験をしていることになります。鑑賞

者はそれになかなか追いつけません。でも、観賞するときに、思考、感情、意志、それから

収縮と拡張を通じて作家がどのように表現をしているのかということを辿りながら、ゆっく

り見てください。 
 
昨年の「山のシューレ」では、勝城先生という竹細工の人間国宝の方が、二期倶楽部の庭の

一部に、（スライドを見せながら）こういうオブジェを作られました。これを、これまで説

明した収縮と拡散で見ていただきます。わかりますか??	
 つまり、この竹は、収縮している
わけですね。収縮しているから天に伸びることができる。拡散の段階に入っているから、下

向きに地に広がり始めているのですね。これはゲーテの花の段階でいえば、何の段階に相当

するのだろうか??	
 そういう風に受けとめることが可能かということなのです。今日お話を
しましたので、葉であり、実であるもの、と考えられるでしょうか??	
 実も葉も、拡散なの
ですね。ガクは収縮、おしべ、めしべも収縮しています。そうすると、この直立している突



起物というのは、よく生殖器にたとえられたりしますが、それはもうフロイト的に毒されて

いるだけで、実はおしべ、めしべの収縮の形ですね。（スライドを示し）右側の作品の形態

は、種のように丸くなり始めているのですね。竹が籠目として編み込まれていますね。つま

り、そういう形で拡散を始める、もっと言えば「溶けて」いっているのですね。 
 

 

 
寺田寅彦と平田森三の新理学 

 
これまで述べてきたような物の見方を、日本では、宮沢賢治が鉱物や土壌などをはじめとし

た多くの分野で使っています。彼の鉱物学は色彩論の鉱物学なのです。また、宮沢賢治のほ

かに、寺田寅彦という科学者も日本にいました。有名な寺田寅彦全集も出ています。最後に、

その寺田寅彦の科学の方法論というものを少し見ていきたいと思います。これも、やはりゲ

ーテ的な認識ですね。本当に人間が肌で感じられる科学、僕は「身の丈の科学」と呼んでい

ますが、身の丈、つまり「等身大の科学」の上で研究を進めようとしたのです。寺田寅彦は、

それまでのサイエンスとは異なるものとして、「新理学」という言葉を使いました。新理学

の提唱者が寺田寅彦です。「結晶格子の中の網平面による反射」という、X 線を結晶格子に
照射すると、X線が曲がりフィルム乾板上に点々が現れる現象があります。彼はそういうも
のを撮影して X 線結晶学論文を書きます。歴史的に見ると大変進んだ解析方法を確立する
のです。学士院の恩賜賞を大正６年に受賞しています。科学者ではありましたが、これまで

の科学の進め方に晩年疑問を感じて、新しい理学、「新理学」というものを立ち上げます。

背景を語りますと、寺田寅彦は理化学研究所で研究を続けました。理化学研究所は伏見宮総



裁を迎え、高峰譲吉などの人物によって始められた施設ですが、アインシュタイン、ハイゼ

ンベルグ、ディラックといった素粒子理論の超一流の科学者たちとも交流を持った研究機関

です。スライドにもあるように日本で最初のクライストロン、量子加速器を実際に作りまし

た。最先端の科学の実験機器ですから、すべて自分たちの手で作っていつたわけです。製品

としては売られていない機器ですので、すべて自分たちで作り、研究します。その中から、

湯川秀樹や朝永振一郎らノーベル賞受賞者を輩出したのが理化学研究所です。その中に、寺

田寅彦の一門がありました。この研究所には皆さんよくご存知の中谷宇吉郎という雪の研究

者もいました。雪の結晶学ではアメリカよりも早く、当時の研究ではトップだったのです。

寺田一門には平田森三が顔を連ね、彼が「新理学」を寺田寅彦から受け継ぎました。 
 
では、寺田寅彦はどのような研究者だったのでしょうか？	
 寺田寅彦は毎日、縁側で飼って

いた猫を膝に乗せて可愛がっていました。ある日、寅彦は「なぜこんな白と黒のぶちを持っ

ているのだろう？」と思い、猫の背に半紙を当てて、そのぶちの型をとりました。「くろ」

という名前の猫でした。そして半紙から布にその型を写し取り、（半紙にトレースされたぶ

ちのスライドを見せながら）切り抜いて、全部を縫い合わせていきました。そして中に綿を

つめると、梨型の物体ができあがりました。次に、寺田寅彦は科学者だなぁ、と思うのです

が…。梨型物体をさきほど言った射影幾何学で、球面に投影するのです。簡単に言えば、梨

型物体の中心に電球を入れ、球面に投影すると、ぶちから（スライドを見せながら）このよ

うな形（割れ目）が出てきました。 
 
理化学研究所の第十三集の第８号に掲載された「割れ目と生命」という論文の中に、その写

真が掲載されています。球体に映し出すと、球の上に模様が現れてきます。（球体表面にで

きた 3方向の投影図のスライドを見せながら）彼は、これは割れ目ではないのか、と直感的
に判断するわけです。言われてみればたしかに割れ目です。次に、紙筒の端に薄紙を貼って、

反対側から思い切り吹いてみると、（スライドのように）同様に割れます。そこで、彼は、

「物質生命観の立場からすれば、生命の所在をこれらの割れ目に求めようとするのが当然の

態度である。」、換言すれば、生命の現象をどこまで界面現象として説明することが可能を寅

彦は研究として始めました。つまり、一枚の紙の表面を割ってみたときに、そこから生命現

象のすべてを語っていくことは可能ではないか？	
 という研究に突入したわけです。これが

後に「割れ目の科学」と呼ばれるものです。この寺田寅彦の考え方を平田森三が受け継いで

いきます。彼の「キリンのまだら」という著書が、中央公論から出版されています。平田森

三が寺田新理学の後継者となっていきました。 
 
松岡正剛という編集工学研究所の所長をされていて、二期倶楽部とも非常に関係の深い方が

います。彼が「遊」という雑誌を作ったときに、平田森三のこのような研究を探求したかっ



たと発言しています。そして、「フォン・ベルタランフィの一般システム論や、ウォディン

トンの発生現象学などと結びついていった頃、僕は「割れ目の科学」の継承者であることを

宣言して、当時の「遊」、という雑誌を創刊した」と松岡正剛は書いています。このような

流れの中から、「遊」という雑誌を創刊し、工作舎が立ち上がり、そして編集工学研究所が

立ち上がっていくわけですね。 
 
また別のスライドを見ていただきます。これは、ガラス板に球をぶつけたときに、どのよう

な割れ目ができるのか？	
 というものです。表裏二点からの衝撃を与えるとこのような割れ

目になるとか、電気衝撃や熱を加えるとどのような割れ方をするか、また、可燃性気体中で

の点火実験でどのような割れ目を示していくのか？	
 ベンゾール液体中における写真カン

パンの放電現象など様々なスライド映像です。こういう割れ目がどのように起きていくかと

いうことを克明に収集して、それを解析していくのです。しかも、平田森三の素晴らしい点

は、それを一枚の紙で説明することです。（スライドを見せながら）一枚の紙の中央に斜め

に切り込みを入れ、もう一枚の紙は斜めのきりこみを平行に複数箇所切った紙を作る。それ

を両端から引っ張る。そうすると裂け目が（スライド画像のように）に走る。割れ目の科学

ですから、まさに割っていくわけです。ここで割れ目の変化というのは、切り込みの両端か

ら発生していることが良く解ります。一番力の加わる箇所は真ん中で裂け、一つの線が傾き

をもって交接するところで、割れ目が発生しています。このような法則をベースに、ゴム板

上に酸性白土を塗って、乾かしたものを引っ張って、実際の割れ目を解析していく作業を積

み重ねて行きます。 
 
生命というものは、細胞が無数に集まっているが、実はそれらはすべて割れ目の集積体で、

膜で区切られている。そういう生命観を、寺田寅彦や平田森三は書いています。この考え方

に一番近いのは、楢崎皐月の相似象学会が研究している、似たものの形の中には本質が必ず

宿っているという考え方です。つまり、くろの背中にあるぶちは、ある成長段階の割れ目、

裂け目であったという、それがぶちの元になるのだ、ということです。そういう視点から発

生学を捉えていくことの重要性も指摘しています。「割れ目の科学」は最終的には、コロイ

ドの研究に入っていきます。つまり、割れ目の科学から発見されたコロイド物理学、コロイ

ドという物質の状態が割れ目なのだ、ということを言うわけです。生物はすべて、異質位相

の境界線、つまり割れ目をもって、コロイド顆粒のような割れ目から形成されている、とい

うことですね。新理学というのは、生物というものを割れ目のところから、もう一度見直す

相似象科学のことです。ところが、寺田寅彦、平田森三を最後にして、この新理学の流れも

今日の日本では消え去っています。消え去ったときに、松岡正剛が、「遊」を創刊しようと

決意するのは、この新理学（＝身の丈の科学）の流れからなのです。そして寺田寅彦はトイ

レのタイルの割れ目にも注意を払ったエピソードが残っています。まさに身の丈の科学です



よね。 
 
大地の流れの中でも、このような割れ目があります。コロイドというのは液状のものなので

すが、溶岩が溶けて、液状の状態の中で、ずれを伴いながら一つの岩盤が形成されます。こ

のずれはコロイド層のなごりであるわけです。それが冷えて固まったのが、スライドでご覧

になっているブレック・フォレストという地形です。これはまた別の、ナショナル・フォレ

ストの写真ですが、そこでも、コロイド層が作り上げた割れ目の層が露頭しています。今、

活断層などが色々騒がれていますが、それも実は割れ目の形です。この地形に水が流れると、

（ナショナル・フォレストの写真から）水が流れた侵食地形ができます。これをよく見てい

ただきますと、先ほどお話しましたレムニスカート状の渦巻きを作りながら侵食地形ができ

ています。つまり、水が宇宙エーテルの力を受けて侵食しているのが良くわかります。最初

の一筋の流れはおそらく違う形だったと思いますが、長い年月、水は常にエーテルの力を微

弱ながら受けつつ、流れているわけです。それが、今日、我々の目に見える形で痕跡を見せ

てくれるのです。（岩石のスライドを見ながら）これは鉱物の中に残ったフラウド・ステー

ジの痕跡です。身の回りに転がっている鉱物です。これもまさにレムニスカートの曲線群の

一部が見えますね。これを対称形フラウドという流れの一つの形態（フローフォーム）に作

り上げていく訳です。 
 
ここからは、水の流れに特化してお話します。水流はゲーテ形態学の一つの成果とともに、

レムニスカートが顕著に現れます。人工的に水を流す装置を作ります。（その装置のスライ

ドを見せて）魚の骨のようなものを連想していただきたいのです。実は魚の骨にも水エーテ

ルの力が流れています。形が似ていれば本質は一緒だと、極端に言えばそう思ってください。

相似症の科学、身の丈の科学ですね。僕と似た体型の人は、同じような本質をもっていると

…。取っかかりはこれぐらい簡単に考えてください。この水の流れの中に、実はこのような

レムニスカートを描きながら、水が流れています。（渦流のスライドを見せて）片方は巻き

込んで収縮しています。巻き込んで、勢い良く拡張し、膨れながら流れて、また巻き込んで、

収縮と拡散を繰り返していますのがわかります。ゲーテ形態学で見た、一本の樹木にもあっ

た収縮と拡散の世界が、ここにもあります。（別のスライドを見せて）これは、ボルテック

スモデルと呼ばれるものです。水の収縮と拡散の状態を作り出し鋳型を起こして作り出した

人工的モデルです。 
 
曲がっているところは、太くなります。ここに収縮されて集まっているからです。次に流れ

出るところは細くなります。これが水流の中にあるエーテル力の姿です。ゲーテ植物学のお

しべ、めしべ、その下はガクですね。そういうふうに思いながら、これを見ていただきたい

のです。宇宙から降りて来た力は収縮して、また拡張の方向に入るというボルテックスモデ



ルの形をしていますね。それは当然、渦の中にも全部見られます。魚の骨も総てこのような

法則に沿っています。つまり、水流下で収縮と拡張の世界が起きています。 
 
カスケードという葉のなかに認められる動き、葉脈が走っていますが、葉の中に葉脈が、ど

のような方向性をもっているかを見ることができます。こういう植物的なカスケードを、陶

器の造形物として繋ぎ結合していきます。スライドを見ていただきますと、お解かりになる

と思いますが、レムニスカートが端にあります。無限大を一筆書きの連続で書いたような世

界です。このようにレムニスカートで繋いで、「ヴァーベラ・カスケード」と命名されるオ

ブジェを作ります。上から科学物質以外の日常生活の不純物を含んだ水を流してやると、浄

化していきます。何もエネルギーを使いません。 
 
ヴァーベラ・カスケードの中で、このようなレムニスカート状の水の動きが発生していきま

す。（カスケード中の水流スライドを示しながら、）これが、8の字を書きながら動いていく
レムニスカートです。それは、途中で収縮と拡張を繰り返しながら動きが展開します。この

ヴァーベラの真ん中に開閉口を作りますと、汚物の集積物がそこに集まっているので、一時

間に一回でも開閉口を開けて集積物を落としてしまうと、各層のカスケードを水が流れるだ

けで、水は浄化されていきます。よく、川のほとりで排水管から排水が流れ落ちているのを

見かけますよね。この排水は両側に渦ができています。真ん中から排水が流れ落ち、その両

側は渦が対になってできています。排水が巻き込んで、収縮しているわけです。排水の収縮

を経て、種のようになって離れていきます。つまり、水を流す力をレムニスカート状にして、

うまく使えば、排水を流すだけで、水のエーテル力が汚物を固めます。このような力を水は

持っています。ヴァーベラ・モデルのプロトタイプを作るとき、実は、スライドのように生

物の脊髄の構造と焼き物の形を合わせて作っていくわけです。これもゲーテ的な、あるいは

寺田寅彦的な視点から作られているものです。（デヴィット･ジョィナー設計のスライドを見

ながら）この「セブンフォールドⅡ」というのは、まさにイッカクの脊髄の並び方と同じで

す。当然、下にいくほど純粋な水になっているわけですね。それはゲーテ形態学の脊髄のと

ころでみた、地上的なものと天上的なもの、その関係にまさしくなっているわけです。 
 
このヴァーベラ・カスケードの実用例を見ていただきます。スウェーデンのクロッカガーデ

ン老人ホームでは、こういうものが日常的に設置されています。それから、ノルウェイのホ

ーガンビック共同体のコミュニティの雑排水も、これを使って浄化して湖に流しています。

さらに、ニュージーランドのウェリントンでは、街の噴水として、生活水を浄化しています。

別のニュージーランドのショッピングモール（マナーズモール）の中にもあります。オラン

ダの NMB ガーデンに設置されたものや、メルボルンのダーキン･ユニバーシティ、バーウ
ッド･キャンパスの校内にあるもの。それからドイツでは、階段の一部に作られています。



雨が降れば周囲にあった塵、人が生み出したゴミなどが流れ落ちるだけで、階段自体が自然

に浄化していきます。また、子どもの遊具として作られた、ロッカー・フローユニットとい

う、手をつないで、木の台に乗って揺らすものもあります。そうすると、中で水が揺れて、

レムニスカートの流れが水の中で作られ、溶けている汚物が中心部に収縮していくわけです。

これらすべて、脊髄の形態学の話から始まったものです。 
 
ゲーテとシラーは友達でしたが、シラーになかったものは、ゲーテの「観照意識」だったの

です。これを指摘したのはシュタイナーでした。つまり、ゲーテの思考内容というのは、も

のごとの世界に潜り込む思考のことです。つまりそれは、観照する、世界を深く見るといに

よって対象と同化することがシラーに欠けていたというわけです。ゲーテの観照的意識とい

うものを我が国の科学精神の中に見るとすれば、寺田寅彦の新理学という命脈にたどりつく

のではないでしょうか。寺田寅彦も、近代的な科学を進めようとしましたが、彼は日本の近

代以前の文化をあまりにも体得していたために、近代の科学そのものの限界にも気付いてい

たわけです。寺田寅彦の有名な言葉に、日常生活にある「化け物」と真正面から向かわない

限り、科学の未来はない、と言ったことです。むしろ、化け物を解くことにこそ、科学の姿

はあるのだと。ゲーテ固有の観照的な立場、ものを見るのではなく、その中に自分が入り込

める、そういう科学、それが寺田寅彦の新理学です。このように読み取りますと、寺田寅彦

はゲーテの命脈を受け継いだ人ではないでしょうか。「相似象の科学」と言われるものです

ね。そして、近代科学を蘇生するためには、近代以前の概念で近代科学を用いることが急務

なのです。私は写真家でもありますので、一例として、写真のことについて言えば、カメラ

は「近代」が生んだものです。明治維新で輸入されて、文明開化とともに入って来ました近

代の産物です。その近代の産物であるカメラを使うときには、近代以前の考え方で、カメラ

を使います。このカメラの延長線上に原発があります。「近代を近代以前の視点で使ってい

く。」このような視点が、これから先、アートをはじめ、さまざまな局面において大事なの

ではないでしょうか。 
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